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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物を収容した容器本体の開口部を閉止する計量キャップにおいて、
　前記内容物を受け入れる有蓋筒状の内筒部と、
　前記内筒部の底部から開口側に向けて傾斜した傾斜面と、前記傾斜面に設けられ前記内
容物の計量に用いる計量線と、を有する計量壁部と、を備え、
　前記傾斜面は、前記内筒部の前記底部から前記開口側まで所定の幅で伸びており、
　前記内筒部内に前記計量壁部が少なくとも１つ以上設けられている
ことを特徴とする計量キャップ。
【請求項２】
　前記計量壁部が、前記内筒部の内周面に沿って配置されている
ことを特徴とする請求項１に記載の計量キャップ。
【請求項３】
　前記計量壁部が、前記内筒部の前記内周面に沿って螺旋状に配置されている
ことを特徴とする請求項２に記載の計量キャップ。
【請求項４】
　前記計量壁部が、前記内筒部の直径に沿って直線状に配置されている
ことを特徴とする請求項１に記載の計量キャップ。
【請求項５】
　少なくとも前記内筒部が、透明、半透明あるいは不透明に着色された樹脂材料により成
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形されている
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の計量キャップ。
【請求項６】
　前記内筒部の外周面が加飾性部材で覆われている
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の計量キャップ。
【請求項７】
　前記内筒部の外周に一体に設けられ、前記容器本体の開口部に螺合される外筒部を有す
る
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の計量キャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計量キャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液体洗剤、液体漂白剤、液体柔軟剤、溶剤等の液状物や、粒状洗剤、粒状漂白
剤、粒状調味料等の粉粒物を収納する容器では、容器本体の開口部にキャップを螺合によ
り着脱可能に装着し、このキャップの着脱によって開口部を開閉させる。キャップの中に
は、容器本体から離脱した後、容器本体内の液状の内容物（内容液）を少量ずつ使用する
ために、容器本体から内容液を受け入れて計量する計量キャップがある（例えば、特許文
献１，２）。
【０００３】
　特許文献１には、容器内の内容液を受け入れる計量筒部と、計量筒部内に同心上に配置
された複数の内筒と、を有する計量キャップが開示されている。複数の内筒は、内側に位
置するほど、軸方向における端部の高さが低くなるように構成されている。この計量キャ
ップに液体を注ぐと、先ず最も内側に位置する内筒内に液体が入り込み、液体で内部が満
たされると当該内筒を乗り越えて、そのすぐ外側に位置する内筒内に液体が入り込む。各
内筒の開口側の端部には複数の凹凸が設けられており、内筒内が液体で満たされると、開
口端の形状に応じた液面になる。使用者は、計量キャップの目盛を見なくても、液面形状
を見るだけで液量を目視によって簡単に把握することができる。
【０００４】
　特許文献２には、キャップの内面あるいは外面に周状の粗面を設け、内容液の計量線と
した計量機能付プラスチックキャップが開示されている。計量線は、キャップの高さ方向
において同じ高さに設けられ、キャップの側方もしくは上方のいずれかの方向からでもキ
ャップ内に溜め受けた内容液の視認を可能とした構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１３３１１９号公報
【特許文献２】特開２００３－２１２２５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の計量キャップでは、上述したように側面に計量線が刻印されているため、内容液
を正確に計量する際には、使用者は腕を持ち上げるなどして、計量キャップの計量線の位
置を目の高さに合わせる動作を行っていた。
【０００７】
　ところが、高齢者や障害のために上記のような計量動作を行うことが不自由な人にとっ
ては、正確に計量することが難しい。さらに、容器全体の重量が大きい場合は、目の高さ
の位置まで容器を持ち上げながら、内容液を計量キャップに注ぎ、計量するという動作は
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かなりの負担になる。
【０００８】
　さらに、計量キャップに注ぎ出された内容液を計量キャップの側面から視認するため、
計量キャップを透明あるいは半透明の素材を用いて形成する必要がある。そのため、デザ
インが限られてしまい、店頭において製品の差別性を充分に発揮することができなかった
。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、誰にでも負担なく計量することができ
、且つデザイン性を高めることのできる計量キャップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様における計量キャップは、内容物を収容した容器本体の開口部を閉止す
る計量キャップにおいて、前記内容物を受け入れる有蓋筒状の内筒部と、前記内筒部の底
部から開口側に向けて傾斜した傾斜面と、前記傾斜面に設けられ前記内容物の計量に用い
る計量線と、を有する計量壁部と、を備え、前記内筒部内に前記計量壁部が少なくとも１
つ以上設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、前記計量壁部が、前記内筒部の
内周面に沿って配置されている構成としてもよい。
【００１２】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、前記計量壁部が、前記内筒部の
前記内周面に沿って螺旋状に配置されている構成としてもよい。
【００１３】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、前記計量壁部が、前記内筒部の
直径に沿って直線状に配置されている構成としてもよい。
【００１４】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、少なくとも前記内筒部が、透明
、半透明あるいは不透明に着色された樹脂材料により成形されている構成としてもよい。
【００１５】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、前記内筒部の外周面が加飾性部
材で覆われている構成としてもよい。
【００１６】
　また、本発明の一態様における計量キャップにおいて、前記内筒部の外周に一体に設け
られ、前記容器本体の開口部に螺合される外筒部を有する構成としてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の計量キャップによれば、誰にでも負担なく計量することができ、且つデザイン
性を高めることができる。　
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態における計量キャップの全体構成を示す斜視図。
【図２】第１実施形態における計量キャップの全体構成を示す部分断面斜視図。
【図３】第１実施形態における計量キャップの要部を示す斜視図。
【図４】第１実施形態における計量キャップの構成を示す上面図。
【図５】計量キャップの変形例を示す部分断面斜視図。
【図６】計量キャップの変形例を示す斜視図。
【図７】計量キャップの変形例を示す上面図。
【図８】第２実施形態の計量キャップの全体構成を示す部分断面斜視図。
【図９】第２実施形態の計量キャップの要部を示す斜視図。
【図１０】第２実施形態の計量キャップの構成を示す上面図。
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【図１１】他の構成例を示す図。
【図１２】比較例としての従来の計量キャップの構成を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の計量キャップについて説明する。
　なお、本実施の形態は、発明の趣旨をより良く理解させるために具体的に説明するもの
であり、特に指定のない限り、本発明を限定するものではない。
　また、以下の説明で用いる図面は、本発明の特徴を分かりやすくするために、便宜上、
要部となる部分を拡大して示している場合があり、各構成要素の寸法比率等が実際と同じ
であるとは限らない。
【００２０】
［第１実施形態］
　先ず、本発明の第１実施形態について図１～図４を用いて説明する。
　図１は、第１実施形態における計量キャップの全体構成を示す斜視図である。
　図２は、第１実施形態における計量キャップの全体構成を示す部分断面斜視図である。
　図３は、第１実施形態における計量キャップの要部を示す斜視図である。
　図４は、第１実施形態における計量キャップの構成を示す上面図である。
【００２１】
　図１～図４に示す本実施形態の計量キャップ１０は、内容液（不図示）を収容する容器
本体（不図示）の開口部（不図示）に着脱可能に装着されるもので、この開口部を閉止す
る。内容液として、液体洗剤、液体漂白剤、液体柔軟剤、溶剤等の液状物が挙げられる。
【００２２】
　計量キャップ１０は、図１に示すように、内容液を受け入れる内筒部１２と、内筒液を
計量するための計量壁部１１と、容器本体に接続される外筒部１４と、を有して構成され
ている。
【００２３】
　内筒部１２は、有蓋筒状を呈しており、一端側に開口部１２Ａ、他端側に蓋部１２Ｂを
有している。内筒部１２の開口部１２Ａ側は、計量キャップ１０が容器本体に装着された
状態において容器本体内に入り込む。
【００２４】
　計量壁部１１は、内周面１２ａから径方向内側に突出するようにして設けられ、内周面
１２ａに沿って螺旋状に延在している。本実施形態では、内筒部１２の周方向における４
分の３週に亘って計量壁部１１が形成されている。
　計量壁部１１は、内筒部１２の蓋部（底部）１２Ｂから開口部１２Ａに向けて螺旋を描
くように傾斜した傾斜面１１ａと、傾斜面１１ａ上に設けられた内容液の計量に用いる計
量線１３と、を有している。
【００２５】
　傾斜面１１ａは、その全体が内筒部１２の開口に面している。傾斜面１１ａは、始端か
ら終端にかけて連続した斜面であって、螺旋（延在）方向で傾斜角度は一定である。
　傾斜面１１ａは、内筒部１２の径方向に所定の幅Ｗ（図４）を有している。具体的には
、１ｍｍ以上３ｍｍ以下で機能を生じるが、所望の幅とすることができる。
【００２６】
　計量線１３は、傾斜面１１ａの幅方向に沿って延在し、傾斜面１１ａの螺旋方向に所定
の間隔をおいて複数設けられている。計量線１３は、傾斜面１１ａの所定の位置に、金属
加工によって凹凸を設けることで形成してもよいし、レーザーを用いて刻印してもよい。
いずれにせよ、計量線１３が、傾斜面１１ａ上で目立つようになっていれば良い。計量線
１３の色、太さ等は適宜設定可能である。
【００２７】
　内筒部１２の蓋部１２Ｂの外面１２ｂは、計量キャップ１０を安定して載置できるよう
に平坦な面とされている。計量キャップ１０を載置させて用いることを想定しない場合に



(5) JP 6628397 B2 2020.1.8

10

20

30

40

50

は、上記以外に様々な蓋形状が考えられる。
【００２８】
　外筒部１４は、内筒部１２のキャップ軸方向（高さ方向）中間部分の外周面１２ｃに一
体に設けられている。外筒部１４の内周面には、容器本体側のネジ部（不図示）に螺合さ
れるネジ部１５が突設されている。
【００２９】
　計量キャップ１０は、透明、半透明あるいは不透明に着色された樹脂で成形されている
。材料としては、ポリプロピレン等の合成樹脂等が挙げられる。
【００３０】
　本実施形態の計量キャップ１０に、容器本体から内容液を注ぐと、内筒部１２の底面１
２ｄを覆うようにして拡がり、注がれる液量に応じてその液面が計量壁部１１の傾斜面１
１ａに沿って上昇する。液面の位置は、上方（開口側）から確認することができるため、
眼線の位置まで計量キャップ１０を持ち上げることなく内容液を計量することが可能であ
る。手間が省けるので忙しい時間帯には特に有用である。
【００３１】
　また、目線よりも下の位置で計量できるため、容器本体を持ち上げたり、目盛の位置ま
で目線を下げるために屈み込んだりする必要がないため、高齢者や障害を有する人にも計
量し易く、負担がかからない。
【００３２】
　さらに、計量時に、計量キャップ１０の側面から内容物を視認する必要がないため、計
量キャップ１０を必ずしも透明あるいは半透明な材料で形成する必要がない。不透明な材
料を用いて形成することが可能になり、デザイン性を高めることができる。これにより、
店頭において他の製品との差別化を充分に発揮できるデザインを付与することが可能とな
る。また、計量キャップ１０の外周側が加飾性部材で覆われていてもよい。不透明樹脂に
よって成形した計量キャップ１０の装飾性を高めて、他の製品との差別化をさらに高める
ことができる。
【００３３】
　なお、透明あるいは半透明な材料で形成する場合に、内筒部１２の側面にも目盛を設け
ておき、上からだけでなく横からも計量できるようにしてもよい。横から確認しながら細
かい微調整をすることが可能である。
【００３４】
　さらに、本実施形態では計量壁部１１が内筒部１２の内周面１２ａに沿って形成されて
いるため、計量した内容液を洗濯機へ投入する際に、どの部分からでもスムーズに注ぎ出
すことが可能である。
【００３５】
　また、計量キャップ１０の構成は上述したものに限られたものではない。例えば、計量
線１３によって分割される傾斜面１１ａの各領域を異なる色で着色してもよい。
【００３６】
　本願発明者は、比較例として、図１２に示す従来の計量キャップ９０を用いて、本実施
形態の計量キャップ１０と、目線と手の高さ（計量キャップ）との位置ズレについて比較
した。また、計量キャップ１０と胴部との距離についての比較も行った。
【００３７】
　比較例の計量キャップ９０を用いた計量では、目線と計量キャップ９０の高さの位置ズ
レが目下０．０ｍｍから２０ｍｍ程度となり、このときの計量キャップ９０と胴部（顔）
との距離は、凡そ２０ｍｍ～４０ｍｍであった。
【００３８】
　本実施形態の計量キャップ１０を用いた計量では、目線と手の高さの位置ズレが目下１
５ｍｍから５０ｍｍ程度となり、このときの計量キャップ１０と胴体との距離は、凡そ１
０ｍｍ～２０ｍｍであった。
【００３９】
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　比較例の場合、目線の位置を計量キャップ９０の計量線１３に合わせる必要があるため
、顔の近く（目の前）で計量する必要がある。そのため、容器本体が重い場合には、計量
キャップ９０を下げた状態で内容液を注ぎ込んだ後、計量のために持ち上げなければなら
ないなど、計量に手間がかかっていた。
【００４０】
　これに対して、本実施形態の計量キャップ１０の場合は、顔よりも下の位置で計量する
ことが可能であるため、下げた位置で計量キャップ１０に内容液を注ぎながら、上から覗
き込むことで同時に計量することができる。
【００４１】
　なお、本実施形態では、計量壁部１１が内筒部１２の周方向における３／４周に亘って
設けられているが、例えば、図５～図７に示す計量キャップ１６のように、周方向全体に
亘って計量壁部１１が設けられていてもよい。この場合、傾斜面１１ａ及び計量線１３の
幅等を見やすいように適宜変更してもよい。また、傾斜面１１ａの幅を奥行方向（計量キ
ャップ１６の高さ方向）で変化させてもよい。
【００４２】
　また、内筒部１２の内側に、計量した内容液を注出するための中栓を設けてもよい。
【００４３】
［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態について図８～図１０を用いて説明する。
　図８は、第２実施形態の計量キャップの全体構成を示す部分断面斜視図である。
　図９は、第２実施形態の計量キャップの要部を示す斜視図である。
　図１０は、第２実施形態の計量キャップの構成を示す上面図である。
【００４４】
　以下に示す本実施形態の計量キャップ２０の基本構成は、上記第１実施形態と略同様で
あるが、計量壁部２１の構成において異なる。よって、以下の説明では、計量壁部２１の
構成について詳しく説明し、共通な箇所の説明は省略する。また、説明に用いる各図面に
おいて、図１～図４と共通の構成要素には同一の符号を付すものとする。
【００４５】
　図８～図１０に示すように、本実施形態の計量キャップ２０は、内筒部１２の直径に沿
って直線状に配置された計量壁部２１を有している。計量壁部２１は、側面視三角形状を
呈するもので、内筒部１２の底面から立ち上がるようにして設けられている。計量壁部２
１の傾斜面２１ａは、内筒部１２の開口部１２Ａに面しており、内筒部１２の底面１２ｄ
から開口部１２Ａ側へ向けて所定の角度でなだらかに傾斜している。
【００４６】
　傾斜面２１ａの幅Ｗは、１ｍｍ以上３ｍｍ以下が好ましいが、これ以外の寸法に適宜設
定することができる。
　傾斜面２１ａには、所定の間隔で計量線１３が設けられている。計量線１３の形成方法
は、上記実施形態と同様である。
【００４７】
　本実施形態の計量キャップ２０に、容器本体から内容液を注ぐと、中央の計量壁部２１
で分離された内筒部１２の底面１２ｄを覆うようにして拡がり、注がれる液量に応じてそ
の壁面が計量壁部２１の傾斜面２１ａに沿って上昇する。液面の位置は、上方（開口側）
から確認することができるため、眼線の位置まで計量キャップ２０を持ち上げることなく
内容液を計量することが可能である。
【００４８】
　また、本実施形態の場合、計量壁部２１が内筒部１２の中央に位置しているため、計量
時に目線を動かさずに済む。
【００４９】
　先に述べた第１実施形態及び第２実施形態において、第２実施形態よりも第１実施形態
の方が、計量壁部２１の延在長さを長く確保することができる。このため、目盛数を増や
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すことができるとともに、目盛間隔を大きくとることが可能である。視認できる目盛の実
長が長くなるので、洗濯に必要な洗剤量を、簡単かつより正確に計量することができる。
【００５０】
　また、各実施形態の計量壁部１１，２１は、計量キャップ１０，２０の高さ方向になだ
らかに連続する傾斜面１１ａ，２１ａを有している。このため、計量キャップ１０，２０
に内容液を注いだときに、内容液の液面上昇の経過を把握しやすい。つまり、内容液の液
面が計量壁部１１，２１の傾斜面１１ａ，２１ａを駆け上がるようにして上昇する様子を
確認しやすくなる。また、計量キャップ１０，２０の奥行き方向に傾斜しているため、目
盛との距離間が認識しやすく、注ぎ込む液量の調整が容易になる。よって、計量キャップ
１０，２０内に内容液を注ぎ込み過ぎてしまうのを防ぐことができる。
【００５１】
　以上、添付図面を参照しながら本発明に係る好適な実施形態について説明したが、本発
明は係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記
載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明
らかであり、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００５２】
　先の各実施形態では、内筒部１２内に計量壁部１１，２１がそれぞれ１つだけ設けられ
ていたが、これに限られず、計量壁部を２つ以上設けた構成としてもよい。
【００５３】
　例えば、図１１に示す計量キャップ３０のように、内筒部１２の径方向両側の内周面１
２ａに、互いに同じ傾斜をなす一対の計量壁部３１，３１を設けてもよい。各計量壁部３
１，３１（傾斜面３１ａ，３１ａ）の一端側は互いに接続されており、他端側はそれぞれ
底面１２ｄに接続されている。各傾斜面３１ａ，３１ａには、内筒部１２の高さ方向にお
いて同じ位置に同じ計量線１３が付されている。これにより、計量キャップ３０の向きに
関わらず、見やすい方の目盛で内容液の計量を行うことができる。
　なお、上記以外の構成であってもよい。
【００５４】
　また、先の各実施形態では内筒部１２と外筒部１４とを備えた構成とされているが、こ
れに限らない。内筒部１２のみで構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１０，２０，３０…計量キャップ、１１，２１，３１…計量壁部、１１ａ，２１ａ，３
１ａ…傾斜面、１２…内筒部、１２Ａ…開口部、１２ａ…内周面、１２ｃ…外周面、１２
ｄ…底部、１３…計量線、１４…外筒部
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